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「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
」

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だより
2015
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第57号

平成27年　第３回定例会
町政を問う（一般質問）

「応援しょうでぇ～！うたづっ子」
（ニュージーランドで交流）
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
「
い
つ
で
も

だ
れ
で
も
　
ど
こ
で
も
」
を
基
本
理
念
に
、

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
鳥
取
県
泊
村

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
親
し
み
や
す
い
ゲ
ー

ム
か
ら
急
速
に
広
ま
り
、
今
で
は
海
外
に

も
愛
好
者
が
多
い
そ
う
で
す
。
平
成
27
年

か
ら
は
国
体
の
公
開
競
技
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
宇
多
津
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
当
初
は
役
場
の
横
の
空
き

地
で
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
会
員

47
名
が
中
央
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
週
３
回
練

習
し
て
い
ま
す
。
「
暑
い
ー
、
寒
い
ー
」

と
言
い
な
が
ら
、
皆
元
気
で
わ
い
わ
い
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
は
、
当
番
で
『
先
生
』

を
や
っ
て
い
ま
す
。
県
下
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
大
き
な
大
会
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
町
長
杯
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
杯

な
ど
町
内
の
大
会
も
行
な
っ
て
い

て
、
広
報
で
も
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、

小
学
生
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
大
勢
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

用
具
も
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
。
ま
た
続

け
て
み
よ
う
と
い
う
方
も
大
歓
迎

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
当
自
治
会
は
一
戸
建

て
住
宅
が
100
軒
あ
ま
り
、

加
入
率
60
％
程
度
で
、

設
立
10
年
目
と
な
り
ま

す
。
自
治
会
加
入
の
メ

　
秋
も
深
ま
り
肌
寒
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
９
月
27
日
は
中

秋
の
名
月
と
ス
ー
パ
ー
ム

ー
ン
の
素
晴
し
い
月
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
ご
覧
に
な
ら

れ
ま
し
た
か
。

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
宇
多
津

も
オ
ー
プ
ン
し
、
秋
ま
つ

り
も
盛
大
に
行
な
わ
れ
、

宇
多
津
町
に
も
明
る
く
に

ぎ
わ
い
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
よ
り

も
輝
き
の
あ
る
宇
多
津
町

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
港
　
一
紫

浜七番丁自治会 会長

東山　敏昭さん

香川県宇多津町

リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
と
し
て
退
会
す
る

方
も
あ
り
、
会
員
の
維
持
・
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
班
別
懇
談
会
や
防
災
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
の
絆
づ
く
り
や
共
助
の

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ラ
ジ

オ
体
操
も
実
施
し
ま
し
た
。
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
新
都
市
の
自
治

会
に
対
す
る
、
町
の
よ
り
一
層
の
支
援
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　

　
浜
六
番
丁
に
住
ん
で

20
数
年
、
交
流
の
無
い

都
市
型
の
現
状
に
一
人

声
か
け
ス
タ
ー
ト
。
年

に
１
、
２
回
の
家
族
参

加
イ
ベ
ン
ト
も
恒
例
化
し
、
６
年
が
過
ぎ
た
頃
、

近
所
の
留
守
宅
に
火
事
！
「
こ
こ
の
住
人
は
？
」

の
問
い
に
答
え
ら
れ
ず
猛
省
。
交
流
は
公
的
に
す

べ
き
と
気
づ
き
、
今
回
の
自
治
会
発
足
に
つ
な
が

っ
た
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
今
後
、
過
去
の
経
験
知
で

予
想
で
き
な
い
火
災
、
天
災
、
有
事
の
場
合
は
、

生
身
の
近
所
に
住
む
人
間
関
係
が
生
き
て
く
る
は

ず
。
　
　

ひがしやま       とし あき
浜六番丁東自治会 会長

石岡　喜子さん

プレーのようす

グラウンドゴルフ部の皆さん

いし おか        よし  こ

「
新
都
市
の
自
治
会
長
さ
ん
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

敬老会にて
「また来年
       お会いしましょうね」
        　　　    （ユープラザうたづ）
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

条
例
改
正
な
ど

平
成
26
年
度
　
決
算

主　な　審　議　案　件

平成26年度一般会計歳入歳出決算を継続審査とする

平成26年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成26年度介護保険特別会計歳入歳出決算

平成26年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成26年度下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成26年度はなの森墓地公苑整備事業特別会計歳入歳出決算

平成26年度水道事業会計

平成27年度一般会計補正予算

平成27年度国民健康保険特別会計補正予算

宇多津町手数料条例の一部を改正する条例

香川県市町総合事務組合規約の一部変更

宇多津町企業誘致条例の一部を改正する条例
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認

　
　定

議

　
　案

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

マイナンバー制度導入や
移住促進

マイナンバー制度導入や
移住促進

　
平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
決
算
に
か
か
わ
る
認
定
7
件
、
議
案
５
件

を
審
議
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
認
定
は
継
続
審
査
、
そ
れ
以
外
は
委
員
会
付
託
し
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

本
会
議
で
は
原
案
を
す
べ
て
可
決
お
よ
び
認
定
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
月
９
日
、
10
日
に
行
な
い
、
熱
い
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
回
は
９
月
の
防
災
月
間
に
ち
な
ん
で
災
害
対
策
に
関
す
る
質
問
が
目
立
ち
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
　
補
正
予
算

・
マ
ロ
ニ
エ
広
場
フ
ェ
ン
ス
修
理
費

　
　
　
　
　
　
　  

（
T
S
U
T
A
Y
A
北
側
）
　

　
（
資
源
ご
み
収
集
場
所
の
整
備
）

・ 

Y
K
K
所
有
（
新
町
）
の
土
地
購
入
費

　
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
借
り
て
い
る

　
　
土
地
を
購
入
）

・
移
住
促
進
・
空
き
家
改
修
補
助
金

　
（
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
代

　
　
を
補
助
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
修
繕
費

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
関
わ
る
諸
経
費
）

・
宇
多
津
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
向
け
て
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
な

　
ど
の
再
発
行
の
手
数
料
を
規
定
す
る
。

・
香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

（
要
旨
）
小
豆
医
療
組
合
が
小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団
と
な
っ
た
た
め
、
名

　
称
の
変
更
を
す
る
。

・
宇
多
津
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
条
文
中
の
「
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
」
を
「
大
型
商
業
施
設
」

　
に
改
め
る
。
そ
の
対
象
施
設
は
「
土
地
の
所
得
価
額
を
除
く
投
下
固
定
資

　
産
額
が
10
億
円
以
上
の
施
設
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　
　 

　
全
会
一
致
で
可
決

・
一
般
会
計
（
歳
出
　
59
億
５
３
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　 

　
全
会
一
致
で
継
続
審
査

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
歳
出
　
15
億
7
4
7
0
万
円
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
歳
出
　
８
億
7
9
9
3
万
円
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
歳
出
　
１
億
5
0
4
5
万
円
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
歳
出
　
７
億
7
0
6
5
万
円
）

・
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会
計
（
歳
出
　
9
7
2
万
円
）

・
水
道
事
業
会
計
（
事
業
費
用
　
３
億
5
2
1
0
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　 

全
会
一
致
で
決
算
認
定

・
介
護
予
防
事
業
費

　
（
「
い
き
い
き
100
歳
体
操
」
で
使
用
す
る
用
具
代
）

・
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
」

　
（
商
工
会
青
年
部
の
地
域
活
性
化
事
業
）

・
道
路
維
持
改
良
費

　
（
大
橋
南
地
区
、
中
学
校
周
辺
ほ
か
）

・
浜
七
番
丁
公
園
改
修
工
事
費

　
（
※
ビ
オ
ト
ー
プ
の
改
修
）

・
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
補
助
金

　
（
私
立
保
育
園
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
　
第
３
回
定
例
会

平
成
27
年
　
第
３
回
定
例
会

一
般
会
計
（
主
な
内
容
）

　
　
　
　
　
　
　
（
２
億
8
6
2
2
万
円
）
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
5
万
円
）
　

※

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
小
さ
な
水
辺
に
水
草
や
植
物
、

　
小
魚
な
ど
を
飼
育
す
る
環
境
を
人
工
的
に
作
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
写
真
は
４
ペ
ー
ジ
）
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関
す
る
質
問
が
目
立
ち
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
　
補
正
予
算

・
マ
ロ
ニ
エ
広
場
フ
ェ
ン
ス
修
理
費

　
　
　
　
　
　
　  

（
T
S
U
T
A
Y
A
北
側
）
　

　
（
資
源
ご
み
収
集
場
所
の
整
備
）

・ 

Y
K
K
所
有
（
新
町
）
の
土
地
購
入
費

　
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
借
り
て
い
る

　
　
土
地
を
購
入
）

・
移
住
促
進
・
空
き
家
改
修
補
助
金

　
（
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
代

　
　
を
補
助
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
館
修
繕
費

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
関
わ
る
諸
経
費
）

・
宇
多
津
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
向
け
て
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
な

　
ど
の
再
発
行
の
手
数
料
を
規
定
す
る
。

・
香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

（
要
旨
）
小
豆
医
療
組
合
が
小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団
と
な
っ
た
た
め
、
名

　
称
の
変
更
を
す
る
。

・
宇
多
津
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
条
文
中
の
「
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
」
を
「
大
型
商
業
施
設
」

　
に
改
め
る
。
そ
の
対
象
施
設
は
「
土
地
の
所
得
価
額
を
除
く
投
下
固
定
資

　
産
額
が
10
億
円
以
上
の
施
設
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　
　 

　
全
会
一
致
で
可
決

・
一
般
会
計
（
歳
出
　
59
億
５
３
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　 

　
全
会
一
致
で
継
続
審
査

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
歳
出
　
15
億
7
4
7
0
万
円
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
歳
出
　
８
億
7
9
9
3
万
円
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
歳
出
　
１
億
5
0
4
5
万
円
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
歳
出
　
７
億
7
0
6
5
万
円
）

・
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会
計
（
歳
出
　
9
7
2
万
円
）

・
水
道
事
業
会
計
（
事
業
費
用
　
３
億
5
2
1
0
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　 

全
会
一
致
で
決
算
認
定

・
介
護
予
防
事
業
費

　
（
「
い
き
い
き
100
歳
体
操
」
で
使
用
す
る
用
具
代
）

・
「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
」

　
（
商
工
会
青
年
部
の
地
域
活
性
化
事
業
）

・
道
路
維
持
改
良
費

　
（
大
橋
南
地
区
、
中
学
校
周
辺
ほ
か
）

・
浜
七
番
丁
公
園
改
修
工
事
費

　
（
※
ビ
オ
ト
ー
プ
の
改
修
）

・
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
補
助
金

　
（
私
立
保
育
園
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

全
会
一
致
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
全
会
一
致
で
可
決

平
成
27
年
　
第
３
回
定
例
会

平
成
27
年
　
第
３
回
定
例
会

一
般
会
計
（
主
な
内
容
）

　
　
　
　
　
　
　
（
２
億
8
6
2
2
万
円
）
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
5
万
円
）
　

※

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
小
さ
な
水
辺
に
水
草
や
植
物
、

　
小
魚
な
ど
を
飼
育
す
る
環
境
を
人
工
的
に
作
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
写
真
は
４
ペ
ー
ジ
）
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

移住促進対策と公園管理移住促進対策と公園管理いきいき100歳いきいき100歳

浜七番丁の公園のビオトープ

商工会青年部のブースは子どもに大人気（アロハナイト）

教育民生常任委員会

まちづくり課

活力ある地域づくり活力ある地域づくり
　　商工会青年部に「活力ある地域づく
　り事業」の補助をするのはなぜか。
　　町が要望する企画イベントを実行す
　る団体において計画書、予算書などを
　考察して補助金を出す。地域活性化の
　牽引をしてもらうのが目的。若者が地
　域づくりに参加しやすいように、商工
　会青年部に補助をする。

Q

A

公園管理公園管理

地域整備課

　　浜七番丁の公園の管理はどうなって
　いるのか。
　　地元の方と協力して、まず維持管理
　をしていく事で協議がまとまり、公園
　のビオトープ周辺から改良工事を行な
　う。

Q

A

総務建設常任委員会
・弱い立場にある人の避難救助計画は

・小中学生のための交通安全教室

・町税の滞納問題と徴収方法

・アロハナイトの経済効果

・警報時に適切な臨時休校を

・災害時にドローンの有効活用を

・公用車を青パト仕様に

・行方不明者の早期発見にメール配信の導入を

・再任用職員の実績および方針は

・町職員等の旅費支給条例の見直しは

・ＥＶ防災備蓄ボックスの設置は

・マナーと道路改善で安全な自転車通学を

・健康ポイントで長寿社会を

・危険ドラッグ

・「ふるさとスマホ㈱」への本町の関わり

・新都市活性化の後退懸念

・地方創生の職員提案の成果

・災害時のペットの避難方法と避難場所

（一般質問の件名）

大 黒 一 也

井 上 弘 治

西 本 祐 子

濵 中 保 夫

柴 村 賢 三

宮 本  隆

青 木 義 勝

藍川佳津樹

港 一 紫

移住促進対策移住促進対策

　　空き家対策はどうなっているのか。
　また、住宅の耐震化は必要条件か。
　　空き家バンクに登録された町内の空
　き家を他者に貸すまたは借りる場合に
   おいて、申請で住宅リフォームおよび
　家財処分費用の一部を補助する。現在
　３件相談を受けている。必ずしも住宅
　の耐震化が必要条件ではない。

Q

A

いきいき100歳体操いきいき100歳体操

保健福祉課

　　今年度取り入れる「いきいき100
　歳体操」の内容は。対象者が限られて
　しまうのでは。
　　高知市で始まった体操で、２kgの
　重りを使う。誰もが参加できるよう、
　身近なコミュニティ分館などで実施
　し、地域の自主的な活動になるよう
　に、指導・サポートしていく。

Q

A

町政を問う町政を問う

水道課

水道料金の減収水道料金の減収
　　以前は大規模な店舗の閉鎖で水道収
　入が減っていた。今回の減収の原因は。
　　節水型家電が普及し、さらに使用量
　が減少している。

Q

A

まちづくり課

マイナンバー制度マイナンバー制度

住民生活課

　　マイナンバー制度に関する手数料は。
　　個人番号カード（マイナンバー）の
　申請・交付にともない手数料条例の一
　部を改正する。
　　まず、10月以降に個人番号を知らせ
　る「通知カード」が簡易書留で届く。
　28年１月以降にマイナンバーの利用が
　開始され、申請すれば「個人番号カード」
　の交付を受けられる。
　　最初の交付は無料。しかし再交付に
　ついては　個人番号通知カードの再交
　付は1件に付き500円。個人番号カー
　ドの再交付は800円。

Q

A
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

宇多津町議会だより No.57宇多津町議会だより No.57

問

問

問

馬
場
税
務
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

山
下
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

中
村
住
民
生
活
課
長

大黒　一也　議員井上　弘治　議員

　
　
災
害
時
に
、
弱
い
立
場
に

あ
る
高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
産

婦
、
乳
幼
児
が
、
避
難
経
路
や

避
難
施
設
の
状
況
に
よ
り
移
動

や
利
用
に
支
障
が
あ
っ
た
と
き

は
、
町
と
し
て
警
察
、
消
防
と

の
緻
密
な
救
助
活
動
を
す
る
計

画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
液
状
化
の
備
え
は
。

津
波
警
報
が
出
た
場
合
、
ど
の

道
を
通
っ
て
高
台
に
避
難
す
る

の
か
、
想
定
外
の
こ
と
も
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
町
長
は
つ
ね
づ
ね
宇

多
津
町
の
子
ど
も
は
み
ん
な
私

の
子
ど
も
だ
と
言
わ
れ
る
が
、

町
長
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
全
国
の
県
お
よ
び
市
町
村

に
お
い
て
税
金
滞
納
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
度

決
算
報
告
で
は
不
納
欠
損
額
が

７
８
８
万
円
、
収
入
未
決
済
額

が
１
億
６
２
２
０
万
円
。
平
成

25
年
度
決
算
報
告
で
は
不
納
欠

損
額
が
１
８
９
０
万
、
収
入
未

決
済
額
２
億
７
４
７
１
万
円
。

年
々
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
理
由
を
お
尋
ね
す
る
。

　
　
７
月
18
・
19
日
に
開
催
さ

れ
た
う
た
づ
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
の

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
会
場
周
辺

施
設
の
商
業
施
設
の
経
済
効
果
、

売
り
上
げ
お
よ
び
集
客
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
、
調
査
情
報
を

お
尋
ね
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
否
確

認
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
て
お
り
、
自

治
会
長
、
民
生
児
童
委
員
、
自

主
防
災
組
織
、
地
域
の
避
難
支

援
関
係
者
、
警
察
に
名
簿
を
提

供
し
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
る
。
液
状
化
の
区
域
、
浸
水

想
定
区
域
な
ど
の
危
険
区
域
を

周
知
し
、
避
難
情
報
や
災
害
情

報
の
速
や
か
な
発
信
を
通
じ
て

円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
行
動
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
地
震
、
津
波
被
害
想
定

町税の滞納問題と徴収方法

弱
い
立
場
に
あ
る
人
の
避
難
救
助
計
画
は

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て

情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
／
危
機
管
理
課
長

ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
の
経
済
効
果

チ
ラ
シ
協
賛
店
舗
で
売
上
が
１
割
ほ
ど
増
加
し
、
集
客

と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
期
待
で
き
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

納税通知書や督促状を出しても完納され
なければ財産の差し押えになる／税務課長

問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
で

は
香
川
県
警
察
本
部
が
実
施
を

し
て
お
り
、
申
し
込
み
が
大
変

多
く
直
ち
に
は
難
し
い
。
町
主

催
と
す
る
か
、
学
校
行
事
の
一

環
と
し
て
主
催
す
る
か
、
年
間

行
事
と
の
兼
ね
合
い
で
保
護
者
、

地
域
住
民
の
方
々
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
と
受
入
態
勢
な
ど

の
整
理
す
る
課
題
が
多
い
。
次

年
度
以
降
の
検
討
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
次
年
度
以
降
に
取

り
組
み
を
す
る
よ
う
に
計
画
を

立
て
る
と
い
う
こ
と
で
、
教
育

委
員
会
、
教
育
行
政
の
現
場
で

検
討
を
し
て
い
る
。
様
々
な
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
子
ど

も
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
と
考
え
る
。

　
　
　
　

　
　
小
中
学
生
は
日
常
生
活
で

よ
く
自
転
車
を
使
う
。
自
転
車

に
乗
っ
て
い
た
ら
事
故
は
つ
き

も
の
だ
。
赤
信
号
で
も
、
車
が

来
な
い
と
わ
か
れ
ば
す
ぐ
に
道

路
を
横
切
っ
た
り
、
交
通
マ
ナ

ー
を
無
視
し
た
行
動
が
多
い
の

が
こ
の
年
代
の
特
徴
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
多
発
重
大
化

す
る
自
転
車
事
故
の
防
止
に
向

け
、
教
育
効
果
の
高
い
教
育
技

法
に
よ
る
自
転
車
安
全
教
室
を

実
施
し
て
は
。

小中学生のための
　　　交通安全教室
次年度以降の検討課題として
取り組んでいきたい／住民生活課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
者

の
宇
多
津
町
振
興
財
団
に
お
い

て
、
チ
ラ
シ
協
賛
店
21
の
店
舗

に
調
査
を
実
施
。
こ
の
う
ち
８

店
舗
の
回
答
が
あ
り
、
25
％
の

店
舗
で
来
客
数
と
売
上
が
１
割

ほ
ど
増
加
を
し
た
。
全
て
の
店

舗
で
次
回
も
協
賛
を
希
望
し
た

い
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
年

は
県
外
か
ら
７
団
体
の
参
加
出

演
が
あ
り
、
町
内
宿
泊
施
設
の

利
用
が
あ
っ
た
。
ア
ロ
ハ
ナ
イ

ト
の
実
施
に
よ
り
集
客
と
さ
ら

な
る
活
気
、
に
ぎ
わ
い
創
出
等

々
の
要
望
の
お
声
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。

県の滞納整理強化期間のポスター

たくさんの人で賑わうアロハナイト

坂出宇多津安全協会パトロールカー

を
も
と
に
避
難
者
数
な
ど
を
想

定
し
、
緊
急
物
資
の
備
蓄
準
備

を
始
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
滞
納

者
に
納
税
通
知
書
を
送
付
す
る
。

納
付
が
な
け
れ
ば
督
促
状
を
発

送
す
る
。
督
促
状
を
発
送
し
て

完
納
が
な
け
れ
ば
、
国
税
徴
収

法
、
地
方
税
法
に
よ
り
差
し
押

さ
え
が
可
能
で
あ
る
。
差
し
押

さ
え
前
に
再
度
催
促
状
を
送
っ

て
い
る
。
次
に
財
産
の
調
査
を

行
い
財
産
が
あ
れ
ば
差
し
押
え

て
滞
納
税
に
充
当
し
て
完
了
。

次
に
滞
納
整
理
機
構
の
活
用
状

況
で
９
月
１
日

か
ら
12
月
31
日

ま
で
県
税
、
市

町
税
一
斉
に
滞

納
整
理
強
化
期

間
と
し
て
取
り

組
む
。
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問

問

馬
場
税
務
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

山
下
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

中
村
住
民
生
活
課
長

大黒　一也　議員井上　弘治　議員

　
　
災
害
時
に
、
弱
い
立
場
に

あ
る
高
齢
者
、
障
害
者
、
妊
産

婦
、
乳
幼
児
が
、
避
難
経
路
や

避
難
施
設
の
状
況
に
よ
り
移
動

や
利
用
に
支
障
が
あ
っ
た
と
き

は
、
町
と
し
て
警
察
、
消
防
と

の
緻
密
な
救
助
活
動
を
す
る
計

画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
液
状
化
の
備
え
は
。

津
波
警
報
が
出
た
場
合
、
ど
の

道
を
通
っ
て
高
台
に
避
難
す
る

の
か
、
想
定
外
の
こ
と
も
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
町
長
は
つ
ね
づ
ね
宇

多
津
町
の
子
ど
も
は
み
ん
な
私

の
子
ど
も
だ
と
言
わ
れ
る
が
、

町
長
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
全
国
の
県
お
よ
び
市
町
村

に
お
い
て
税
金
滞
納
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
度

決
算
報
告
で
は
不
納
欠
損
額
が

７
８
８
万
円
、
収
入
未
決
済
額

が
１
億
６
２
２
０
万
円
。
平
成

25
年
度
決
算
報
告
で
は
不
納
欠

損
額
が
１
８
９
０
万
、
収
入
未

決
済
額
２
億
７
４
７
１
万
円
。

年
々
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
理
由
を
お
尋
ね
す
る
。

　
　
７
月
18
・
19
日
に
開
催
さ

れ
た
う
た
づ
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
の

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
会
場
周
辺

施
設
の
商
業
施
設
の
経
済
効
果
、

売
り
上
げ
お
よ
び
集
客
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
、
調
査
情
報
を

お
尋
ね
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
否
確

認
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
て
お
り
、
自

治
会
長
、
民
生
児
童
委
員
、
自

主
防
災
組
織
、
地
域
の
避
難
支

援
関
係
者
、
警
察
に
名
簿
を
提

供
し
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
る
。
液
状
化
の
区
域
、
浸
水

想
定
区
域
な
ど
の
危
険
区
域
を

周
知
し
、
避
難
情
報
や
災
害
情

報
の
速
や
か
な
発
信
を
通
じ
て

円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
行
動
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
地
震
、
津
波
被
害
想
定

町税の滞納問題と徴収方法
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に
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、
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に
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わ
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に
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き
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／
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会
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行
政
の
現
場
で
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を
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て
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る
。
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々
な
手

法
を
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入
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る
こ
と
が
子
ど

も
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
と
考
え
る
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小
中
学
生
は
日
常
生
活
で

よ
く
自
転
車
を
使
う
。
自
転
車

に
乗
っ
て
い
た
ら
事
故
は
つ
き

も
の
だ
。
赤
信
号
で
も
、
車
が

来
な
い
と
わ
か
れ
ば
す
ぐ
に
道

路
を
横
切
っ
た
り
、
交
通
マ
ナ

ー
を
無
視
し
た
行
動
が
多
い
の

が
こ
の
年
代
の
特
徴
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
多
発
重
大
化

す
る
自
転
車
事
故
の
防
止
に
向

け
、
教
育
効
果
の
高
い
教
育
技

法
に
よ
る
自
転
車
安
全
教
室
を

実
施
し
て
は
。

小中学生のための
　　　交通安全教室
次年度以降の検討課題として
取り組んでいきたい／住民生活課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
者

の
宇
多
津
町
振
興
財
団
に
お
い

て
、
チ
ラ
シ
協
賛
店
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の
店
舗

に
調
査
を
実
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こ
の
う
ち
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店
舗
の
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が
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り
、
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％
の

店
舗
で
来
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数
と
売
上
が
１
割
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を
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た
。
全
て
の
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次
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協
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希
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年
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。
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に
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わ
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と
聞

い
て
い
る
。

県の滞納整理強化期間のポスター

たくさんの人で賑わうアロハナイト

坂出宇多津安全協会パトロールカー

を
も
と
に
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備
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納
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に
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書
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け
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ば
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完
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が
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ば
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法
、
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に
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で
あ
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の
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を

行
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が
あ
れ
ば
差
し
押
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に
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完
了
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に
滞
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理
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９
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活
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長

中
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民
生
活
課
長

濵中  保夫　議員

　宇多津町議会では、議会活性化の取り組みの一つとして、平成21年より
「議会報告会」を開催しています。
　町民の皆さまに議会活動を知って頂き、さらに皆さまのご意見をお聞きし
ます。平成26年度決算と27年度の予算について説明した後、フリートーク
を行います。ぜひ、お越しください。

第10回議会報告会を開催します第10回議会報告会を開催します

　　  「あなたは、空き家を貸せますか？」
平成27年11月14日（土） PM７時～
やすらぎプラザ（田町）

と　き

ところ

フリートークのテーマ

　
　
警
報
発
令
時
の
登
下
校
に

つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

る
が
、
保
護
者
に
は
説
明
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
台
風
接
近
時

に
は
、
教
育
委
員
会
、
学
校
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
。
７
月
17
日
の
終
業
式
の

日
は
、
午
前
７
時
に
は
警
報
が

出
て
い
た
が
９
時
に
解
除
さ
れ
、

風
雨
の
中
、
遅
れ
て
登
校
し
た
。

隣
の
丸
亀
市
で
は
７
時
の
時
点

で
臨
時
休
校
が
決
ま
っ
て
い
た

が
、
町
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た

の
か
。

警
報
時
に
適
切
な
臨
時
休
校
を

保
護
者
に
配
布
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
対
応

今
後
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き
た
い
／
教
育
長

　
　
香
川
県
の
刑
法
犯
は
、
８

年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。
し

か
し
身
近
な
犯
罪
で
あ
る
、
ひ

っ
た
く
り
や
自
転
盗
な
ど
の
街

頭
犯
罪
が
、
刑
法
犯
全
体
の
約

４
割
を
占
め
て
お
り
、
不
審
者

に
よ
る
声
掛
け
や
性
犯
罪
、
振

り
込
め
詐
欺
も
後
を
絶
た
ず
治

安
に
対
す
る
不
安
は
拭
え
な
い
。

自
分
た
ち
の
住
む
町
を
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て

い
こ
う
と
活
動
が
進
ん
で
い
る
。

町
で
は
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
午
後
と
夕
方
に
行

な
っ
て
い
る
。
活
動
を
拡
充
す

る
た
め
に
公
用
車
を
青
パ
ト
仕

様
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

公用車を青パト仕様に
防犯パトロール活動を拡充するために
内部協議を進めていきたい／住民生活課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
は

２
台
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
運
行
を
し
て
お
り
、
現

在
157
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う

ち
26
名
が
町
職
員
で
あ
る
。
本

町
の
安
全
安
心
の
さ
ら
な
る
確

保
と
、
防
犯
意
識
の
高
揚
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
実
施
し

て
い
る
の
は
、
す
べ
て
を
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
数
は

こ
れ
か
ら
考
え
る
。
旧
町
内
を

含
め
て
小
回
り
の
き
く
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
軽
四
自
動
車
が
望
ま

し
い
。
車
両

に
お
い
て
は
、

新
し
い
車
両

を
中
心
に
、

総
務
課
と
協

議
し
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
実
施
に
向
け
て
考
え

て
い
る
と
い
う
が
、
何
台
ぐ
ら

い
を
お
考
え
か
。

　
　
　
　
７
月
17
日
は
、
警
報

解
除
後
も
強
風
だ
っ
た
。
終
業

式
な
ら
休
校
で
も
よ
か
っ
た
の

で
は
。

　
　
　
　
観
音
寺
市
の
よ
う
に

ド
ロ
ー
ン
の
会
社
と
協
定
を
結

ぶ
方
法
も
あ
る
。
秋
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
利
用
制
限
は
し
な
い
の

か
。

　
　
小
型
無
人
飛
行
機
「
ド
ロ

ー
ン
」
は
、
災
害
時
に
人
が
入

れ
な
い
よ
う
な
場
所
で
撮
影
が

で
き
る
の
で
、
火
山
の
河
口
付

近
に
飛
ば
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
町
で
は
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

火
事
や
災
害
が
起
き
た
場
合
に

は
高
層
階
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
土
砂
災
害
の

現
場
に
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
大
変
有
効
で
あ
る
が
、

保
有
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

災害時にドローンの有効活用を

有効活用はよく理解しているので今後
活用方法を研究したい／危機管理課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ー

ン
の
有
効
活
用
は
よ
く
理
解
し

て
い
る
。
香
川
県
、
消
防
な
ど

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
活

用
方
法
を
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ー

ン
の
利
便
性
や
安
全
性
の
両
立

な
ど
の
課
題
が
ク
リ
ア
で
き
て

い
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で
は

「
研
究
」
し
た
い
。
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り

で
は
、
使

用
を
控
え

て
い
た
だ

く
お
願
い

を
し
て
い

き
た
い
。

西本  祐子　議員
　
　
　
　
　
　
年
度
当
初
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
保
護
者
に
配
布

し
て
い
る
。
７
月
17
日
の
件
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
対
応
し
た
。

　
　
　
　
　
　
警
報
が
解
除
さ

れ
て
も
、
台
風
の
後
は
強
風
の

時
も
あ
る
の
で
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。
学
校
側

の
意
見
も
参
考
に
休
校
な
ど
一

つ
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。

て
い
る
の
で
は
な
い
が
香
川
県
、

ま
た
近
隣
市
町
で
は
丸
亀
市
、

ま
ん
の
う
町
、
綾
川
町
で
、
本

町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
公
務
中

の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
実
施
し
て
い

な
い
。
今
後
、
総
務
課
と
協
議

し
、
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防災訓練でのドローン利用

町の青色パトロールカー
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中
村
住
民
生
活
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

濵中  保夫　議員

　宇多津町議会では、議会活性化の取り組みの一つとして、平成21年より
「議会報告会」を開催しています。
　町民の皆さまに議会活動を知って頂き、さらに皆さまのご意見をお聞きし
ます。平成26年度決算と27年度の予算について説明した後、フリートーク
を行います。ぜひ、お越しください。

第10回議会報告会を開催します第10回議会報告会を開催します

　　  「あなたは、空き家を貸せますか？」
平成27年11月14日（土） PM７時～
やすらぎプラザ（田町）

と　き

ところ

フリートークのテーマ

　
　
警
報
発
令
時
の
登
下
校
に

つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

る
が
、
保
護
者
に
は
説
明
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
台
風
接
近
時

に
は
、
教
育
委
員
会
、
学
校
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
。
７
月
17
日
の
終
業
式
の

日
は
、
午
前
７
時
に
は
警
報
が

出
て
い
た
が
９
時
に
解
除
さ
れ
、

風
雨
の
中
、
遅
れ
て
登
校
し
た
。

隣
の
丸
亀
市
で
は
７
時
の
時
点

で
臨
時
休
校
が
決
ま
っ
て
い
た

が
、
町
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た

の
か
。

警
報
時
に
適
切
な
臨
時
休
校
を

保
護
者
に
配
布
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
対
応

今
後
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き
た
い
／
教
育
長

　
　
香
川
県
の
刑
法
犯
は
、
８

年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。
し

か
し
身
近
な
犯
罪
で
あ
る
、
ひ

っ
た
く
り
や
自
転
盗
な
ど
の
街

頭
犯
罪
が
、
刑
法
犯
全
体
の
約

４
割
を
占
め
て
お
り
、
不
審
者

に
よ
る
声
掛
け
や
性
犯
罪
、
振

り
込
め
詐
欺
も
後
を
絶
た
ず
治

安
に
対
す
る
不
安
は
拭
え
な
い
。

自
分
た
ち
の
住
む
町
を
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て

い
こ
う
と
活
動
が
進
ん
で
い
る
。

町
で
は
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
午
後
と
夕
方
に
行

な
っ
て
い
る
。
活
動
を
拡
充
す

る
た
め
に
公
用
車
を
青
パ
ト
仕

様
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

公用車を青パト仕様に
防犯パトロール活動を拡充するために
内部協議を進めていきたい／住民生活課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
は

２
台
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
運
行
を
し
て
お
り
、
現

在
157
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う

ち
26
名
が
町
職
員
で
あ
る
。
本

町
の
安
全
安
心
の
さ
ら
な
る
確

保
と
、
防
犯
意
識
の
高
揚
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
。
実
施
し

て
い
る
の
は
、
す
べ
て
を
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
数
は

こ
れ
か
ら
考
え
る
。
旧
町
内
を

含
め
て
小
回
り
の
き
く
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
軽
四
自
動
車
が
望
ま

し
い
。
車
両

に
お
い
て
は
、

新
し
い
車
両

を
中
心
に
、

総
務
課
と
協

議
し
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
実
施
に
向
け
て
考
え

て
い
る
と
い
う
が
、
何
台
ぐ
ら

い
を
お
考
え
か
。

　
　
　
　
７
月
17
日
は
、
警
報

解
除
後
も
強
風
だ
っ
た
。
終
業

式
な
ら
休
校
で
も
よ
か
っ
た
の

で
は
。

　
　
　
　
観
音
寺
市
の
よ
う
に

ド
ロ
ー
ン
の
会
社
と
協
定
を
結

ぶ
方
法
も
あ
る
。
秋
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
利
用
制
限
は
し
な
い
の

か
。

　
　
小
型
無
人
飛
行
機
「
ド
ロ

ー
ン
」
は
、
災
害
時
に
人
が
入

れ
な
い
よ
う
な
場
所
で
撮
影
が

で
き
る
の
で
、
火
山
の
河
口
付

近
に
飛
ば
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
町
で
は
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

火
事
や
災
害
が
起
き
た
場
合
に

は
高
層
階
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
土
砂
災
害
の

現
場
に
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
大
変
有
効
で
あ
る
が
、

保
有
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

災害時にドローンの有効活用を

有効活用はよく理解しているので今後
活用方法を研究したい／危機管理課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ー

ン
の
有
効
活
用
は
よ
く
理
解
し

て
い
る
。
香
川
県
、
消
防
な
ど

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
活

用
方
法
を
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ー

ン
の
利
便
性
や
安
全
性
の
両
立

な
ど
の
課
題
が
ク
リ
ア
で
き
て

い
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で
は

「
研
究
」
し
た
い
。
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り

で
は
、
使

用
を
控
え

て
い
た
だ

く
お
願
い

を
し
て
い

き
た
い
。

西本  祐子　議員
　
　
　
　
　
　
年
度
当
初
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
保
護
者
に
配
布

し
て
い
る
。
７
月
17
日
の
件
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
対
応
し
た
。

　
　
　
　
　
　
警
報
が
解
除
さ

れ
て
も
、
台
風
の
後
は
強
風
の

時
も
あ
る
の
で
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。
学
校
側

の
意
見
も
参
考
に
休
校
な
ど
一

つ
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。

て
い
る
の
で
は
な
い
が
香
川
県
、

ま
た
近
隣
市
町
で
は
丸
亀
市
、

ま
ん
の
う
町
、
綾
川
町
で
、
本

町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
公
務
中

の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
実
施
し
て
い

な
い
。
今
後
、
総
務
課
と
協
議

し
、
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防災訓練でのドローン利用
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長

宮本　隆　議員

庁
舎
耐
震
工
事
に
併
せ
て
設
置
を
検
討
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
条
例
に
基
づ

き
平
成
13
年
度
か
ら
施
行
し
、

こ
れ
ま
で
４
名
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
な
事
業
で
経
験
と

知
識
を
活
か
せ
る
業
務
に
も
必

要
に
応
じ
て
採
用
し
て
い
る
。

町
の
実
情
に
応
じ
て
、
能
力
、

実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
推

進
し
つ
つ
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
今
の
制
度
で

は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
業
務
内

容
業
種
に
よ
っ
て
は
短
時
間
の

勤
務
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
次
世
代
の
職
員
も
採
用

し
、
人
材
を
育
成
し
な
が
ら
行

政
運
営
を
図
る
。

　
今
後
、
詳
細
な
運
用
規
程
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
認

知
症
高
齢
者
な
ど
が
徘
徊
し
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、

事
故
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
際
、

電
話
な
ど
で
は
確
実
な
情
報
が

伝
わ
ら
な
い
た
め
、
本
人
の
写

真
・
服
装
・
特
徴
な
ど
を
捜
索

し
て
い
る
協
力
員
の
携
帯
電
話・

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
へ
一
斉
に

メ
ー
ル
配
信
し
、
早
期
発
見
し

て
保
護
す
る
制
度
の
導
入
を
求

め
る
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
雇

用
の
推
進
と
と
も
に
職
員
が
退

職
前
に
培
っ
た
知
識
お
よ
び
経

験
等
を
引
き
続
き
活
用
し
て
公

務
の
能
率
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
特
例
措
置
と
し
て
、
定
年

年
齢
を
超
え
て
町
長
が
特
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
限

り
、
上
限
年
齢
65
歳
ま
で
採
用

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
　
　
　
　

　
再
任
用
職
員
の
実
績
と
現
状
、

お
よ
び
将
来
的
な
任
用
方
針
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
職
員
等
の
旅
費
支
給
条

例
15
条
か
ら
18
条
ま
で
の
別
表

に
つ
い
て
見
直
し
を
し
て
は
ど

う
か
。
現
在
職
務
分
類
に
よ
る

区
分
が
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
県
内
の
市
町
で
は
分
け
て

い
な
い
市
町
が
多
い
よ
う
だ
。

日
当
も
宿
泊
費
も
食
卓
料
も
区

分
を
な
く
し
、
他
市
町
と
比
較

す
る
と
少
し
高
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
減
額
し
他
市
町
と
同
額

に
し
て
少
し
で
も
倹
約
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
宇
多
津
町
内
、
特
に
新
都

市
地
域
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
い
る
高
層
建
物
な
ど

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
ま
た

ま
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い

る
際
に
、
地
震
が
発
生
し
停
電

な
ど
で
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と

は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
災
害

が
発
生
す
る
と
ま
ず
負
傷
者
の

救
出
が
優
先
さ
れ
、
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
は
後
回
し
に
な
る
よ

う
な
の
で
、
ま
ず
公
共
の
建
物

と
民
間
の
高
層
建
物
に
設
置
を

促
し
て
は
。

町職員等の旅費支給条例の見直しは

行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に

　
　
　
　
メ
ー
ル
配
信
の
導
入
を

認
知
症
徘
徊
者
マ
ニュア
ル
の
作
成
を
指
示
し
て
い
る 

／
町
長

今後、額の引き下げや一律支給を含めて
検討していきたい／総務課長

再任用職員の
　実績および方針は
町の実情に応じて、能力、実績
に基づき活用したい／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
町
職
員
等
の

旅
費
支
給
条
例
に
基
づ
き
、
最

も
経
済
的
な
通
常
の
経
路
及
び

方
法
に
よ
り
計
算
し
支
給
し
て

い
る
。

　
県
内
各
市
町
の
状
況
は
、
職

の
区
分
を
せ
ず
に
一
律
に
支
給

　
　
　
　
　
　
　
国
家
公
務
員

の
旅
費
に
関
す
る
法
律
に
準
じ

て
施
行
し
て
お
り
、
実
費
支
給

と
い
う
の
が
法
律
に
適
合
す
る

の
か
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
の

改
正
に
向
け
て
考
え
て
い
き
た

い
。

柴村  賢三　議員

　
　
　
　
宿
泊
料
に
つ
い
て
は

上
限
付
実
費
支
給
に
し
、
地
域

に
よ
る
区
分
を
設
け
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
波
避

難
ビ
ル
に
町
が
設
置
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
民
間

へ
の
助
成
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

　
　
　
　
津
波
避
難
ビ
ル
の
建

物
に
町
が
設
置
を
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
民
間
建
物
で
購
入
す

る
時
、
経
費
の
一
部
を
助
成
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
３
月
議
会
で
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
中
と
の
回
答
で
あ

っ
た
が
ま
だ
作
成
で
き
て
い
な

い
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
　
世
代
交
代
へ
の
支
障

や
新
規
採
用
職
員
数
と
の
バ
ラ

ン
ス
問
題
・
勤
務
形
態
・
将
来

を
見
据
え
た
年
齢
構
成
比
な
ど

の
考
え
は
。

Ｅ
Ｖ
防
災
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
、
最
大
ク

ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

宇
多
津
町
で
の
停
電
率
は
100
％
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
数
は
50

棟
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
危
機

管
理
課
で
は
、
防
災
訓
練
な
ど

　
　
　
　
　
行
方
不
明
者
が
昨

年
度
は
２
件
、
本
年
も
１
件
発

生
し
て
お
り
、
消
防
団
に
は
深

し
て
い
る
市
町
は
、
５
市
７
町

と
な
っ
て
お
り
、
他
市
町
と
比

較
す
る
と
本
町
の
旅
費
に
つ
い

て
は
少
し
高
め
の
支
給
額
と
な

っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

今
後
、
額
の
引
き
下
げ
や
一
律

支
給
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

夜
の
捜
索
、
防
災
無
線
で
の
周

知
等
で
情
報
収
集
を
図
り
、
無

事
に
発
見
し
保
護
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
認
知
症
の
高
齢
者
が
増

え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で

徘
徊
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
行
動
指
針
を
定
め
、
行

方
不
明
者
を
早
期
発
見
し
、
身

体
・
生
命
の
危
機
を
回
避
す
る

た
め
、
認
知
症
徘
徊
者
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
指
示
し
て
い
る
。

　
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
、

活
用
し
て
い
る
取
り
組
み
も
あ

る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
高
齢

者
や
家
族
の
協
力
に
よ
る
情
報

提
供
の
環
境
づ
く
り
、
ま
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

関
係
課
と
も
協
力
し
て
、
わ
か

り
や
す
い
形
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

す
る
予
定
で
あ
る
。

で
地
震
発
生
時
に
お
け
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
に
つ
い

て
の
危
険
性
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
防
災
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
の
必
要
性
も
含
め
て
説
明

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
庁

舎
耐
震
工
事
に
併
せ
て
設
置
を

検
討
し
、
民
間
の
施
設
に
も
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

介護予防教室で音楽を楽しむ
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長
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長
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長
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下
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長
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下
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長

山
下
総
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再
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山
下
危
機
管
理
課
長

宮本　隆　議員

庁
舎
耐
震
工
事
に
併
せ
て
設
置
を
検
討
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
条
例
に
基
づ

き
平
成
13
年
度
か
ら
施
行
し
、

こ
れ
ま
で
４
名
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
な
事
業
で
経
験
と

知
識
を
活
か
せ
る
業
務
に
も
必

要
に
応
じ
て
採
用
し
て
い
る
。

町
の
実
情
に
応
じ
て
、
能
力
、

実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
推

進
し
つ
つ
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
今
の
制
度
で

は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
業
務
内

容
業
種
に
よ
っ
て
は
短
時
間
の

勤
務
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
次
世
代
の
職
員
も
採
用

し
、
人
材
を
育
成
し
な
が
ら
行

政
運
営
を
図
る
。

　
今
後
、
詳
細
な
運
用
規
程
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
認

知
症
高
齢
者
な
ど
が
徘
徊
し
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、

事
故
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
際
、

電
話
な
ど
で
は
確
実
な
情
報
が

伝
わ
ら
な
い
た
め
、
本
人
の
写

真
・
服
装
・
特
徴
な
ど
を
捜
索

し
て
い
る
協
力
員
の
携
帯
電
話・

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど
へ
一
斉
に

メ
ー
ル
配
信
し
、
早
期
発
見
し

て
保
護
す
る
制
度
の
導
入
を
求

め
る
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
雇

用
の
推
進
と
と
も
に
職
員
が
退

職
前
に
培
っ
た
知
識
お
よ
び
経

験
等
を
引
き
続
き
活
用
し
て
公

務
の
能
率
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
特
例
措
置
と
し
て
、
定
年

年
齢
を
超
え
て
町
長
が
特
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
限

り
、
上
限
年
齢
65
歳
ま
で
採
用

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
　
　
　
　

　
再
任
用
職
員
の
実
績
と
現
状
、

お
よ
び
将
来
的
な
任
用
方
針
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
職
員
等
の
旅
費
支
給
条

例
15
条
か
ら
18
条
ま
で
の
別
表

に
つ
い
て
見
直
し
を
し
て
は
ど

う
か
。
現
在
職
務
分
類
に
よ
る

区
分
が
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
県
内
の
市
町
で
は
分
け
て

い
な
い
市
町
が
多
い
よ
う
だ
。

日
当
も
宿
泊
費
も
食
卓
料
も
区

分
を
な
く
し
、
他
市
町
と
比
較

す
る
と
少
し
高
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
減
額
し
他
市
町
と
同
額

に
し
て
少
し
で
も
倹
約
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
宇
多
津
町
内
、
特
に
新
都

市
地
域
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
い
る
高
層
建
物
な
ど

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
ま
た

ま
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い

る
際
に
、
地
震
が
発
生
し
停
電

な
ど
で
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と

は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
災
害

が
発
生
す
る
と
ま
ず
負
傷
者
の

救
出
が
優
先
さ
れ
、
閉
じ
込
め

ら
れ
た
人
は
後
回
し
に
な
る
よ

う
な
の
で
、
ま
ず
公
共
の
建
物

と
民
間
の
高
層
建
物
に
設
置
を

促
し
て
は
。

町職員等の旅費支給条例の見直しは

行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に

　
　
　
　
メ
ー
ル
配
信
の
導
入
を

認
知
症
徘
徊
者
マ
ニュア
ル
の
作
成
を
指
示
し
て
い
る 

／
町
長

今後、額の引き下げや一律支給を含めて
検討していきたい／総務課長

再任用職員の
　実績および方針は
町の実情に応じて、能力、実績
に基づき活用したい／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
町
職
員
等
の

旅
費
支
給
条
例
に
基
づ
き
、
最

も
経
済
的
な
通
常
の
経
路
及
び

方
法
に
よ
り
計
算
し
支
給
し
て

い
る
。

　
県
内
各
市
町
の
状
況
は
、
職

の
区
分
を
せ
ず
に
一
律
に
支
給

　
　
　
　
　
　
　
国
家
公
務
員

の
旅
費
に
関
す
る
法
律
に
準
じ

て
施
行
し
て
お
り
、
実
費
支
給

と
い
う
の
が
法
律
に
適
合
す
る

の
か
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
の

改
正
に
向
け
て
考
え
て
い
き
た

い
。

柴村  賢三　議員

　
　
　
　
宿
泊
料
に
つ
い
て
は

上
限
付
実
費
支
給
に
し
、
地
域

に
よ
る
区
分
を
設
け
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
波
避

難
ビ
ル
に
町
が
設
置
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
民
間

へ
の
助
成
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

　
　
　
　
津
波
避
難
ビ
ル
の
建

物
に
町
が
設
置
を
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
民
間
建
物
で
購
入
す

る
時
、
経
費
の
一
部
を
助
成
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　
３
月
議
会
で
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
中
と
の
回
答
で
あ

っ
た
が
ま
だ
作
成
で
き
て
い
な

い
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
　
世
代
交
代
へ
の
支
障

や
新
規
採
用
職
員
数
と
の
バ
ラ

ン
ス
問
題
・
勤
務
形
態
・
将
来

を
見
据
え
た
年
齢
構
成
比
な
ど

の
考
え
は
。

Ｅ
Ｖ
防
災
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
、
最
大
ク

ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

宇
多
津
町
で
の
停
電
率
は
100
％
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
数
は
50

棟
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
危
機

管
理
課
で
は
、
防
災
訓
練
な
ど

　
　
　
　
　
行
方
不
明
者
が
昨

年
度
は
２
件
、
本
年
も
１
件
発

生
し
て
お
り
、
消
防
団
に
は
深

し
て
い
る
市
町
は
、
５
市
７
町

と
な
っ
て
お
り
、
他
市
町
と
比

較
す
る
と
本
町
の
旅
費
に
つ
い

て
は
少
し
高
め
の
支
給
額
と
な

っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

今
後
、
額
の
引
き
下
げ
や
一
律

支
給
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

夜
の
捜
索
、
防
災
無
線
で
の
周

知
等
で
情
報
収
集
を
図
り
、
無

事
に
発
見
し
保
護
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
認
知
症
の
高
齢
者
が
増

え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で

徘
徊
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
行
動
指
針
を
定
め
、
行

方
不
明
者
を
早
期
発
見
し
、
身

体
・
生
命
の
危
機
を
回
避
す
る

た
め
、
認
知
症
徘
徊
者
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
指
示
し
て
い
る
。

　
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
、

活
用
し
て
い
る
取
り
組
み
も
あ

る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
認
知
症
高
齢

者
や
家
族
の
協
力
に
よ
る
情
報

提
供
の
環
境
づ
く
り
、
ま
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

関
係
課
と
も
協
力
し
て
、
わ
か

り
や
す
い
形
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

す
る
予
定
で
あ
る
。

で
地
震
発
生
時
に
お
け
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
に
つ
い

て
の
危
険
性
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
防
災
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
の
必
要
性
も
含
め
て
説
明

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
庁

舎
耐
震
工
事
に
併
せ
て
設
置
を

検
討
し
、
民
間
の
施
設
に
も
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

介護予防教室で音楽を楽しむ
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長
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長
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長
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長
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改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

さ
れ
交
通
事
故
か
ら
児
童
・
生

徒
を
守
る
た
め
、
交
通
安
全
教

室
を
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
は
周
知
徹
底

し
て
い
る
と
思
う
。
自
転
車
通

学
で
は
町
内
の
国
道
・
県
道
・

町
道
と
そ
れ
ぞ
れ
走
行
す
る
道

路
の
形
状
が
違
う
安
全
走
行
に

は
「
走
行
ル
ー
ル
の
遵
守
と
道

路
形
状
」
が
密
接
に
関
係
す
る
。

町
道
の
分
類
と
、
安
全
走
行
へ

道
路
形
状
改
善
を
。

　
　
佐
賀
県
武
雄
市
の
前
市
長

樋
渡
啓
祐
氏
が
社
長
と
な
る「
ふ

る
さ
と
ス
マ
ホ
㈱
」が
資
本
金
４

千
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
少
子

高
齢
化
で
課
題
を
抱
え
る
自
治

体
に
ス
マ
ホ
活
用
で
効
果
を
上

げ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
「
自
治

体
ス
マ
ホ
連
絡
協
議
会
」
な
る

も
の
を
立
ち
上
げ
た
。
発
起
人

５
自
治
体
の
中
に
宇
多
津
町
が

名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ

に
至
る
経
緯
と
今
後
の
関
わ
り

方
の
方
針
を
聞
く
。

「ふるさとスマホ㈱」への本町の関わり

マ
ナ
ー
と
道
路
改
善
で

　
　安
全
な
自
転
車
通
学
を

歩
道
設
置
基
準
に
よ
って
定
め
ら
れ
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

実
施
訓
練
で
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
る
／
教
育
長

関わり方については白紙であるが、
情報を得られる場所だと思う／町長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
健

康
保
険
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
成
立
し
た
医
療
保

険
制
度
改
革
法
に
お
い
て
は
、

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
動
機
づ

け
を
強
め
る
た
め
、
加
入
者
の

取
り
組
み
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
健
康
づ
く
り
に
は
有
効
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
国
の
事
業

化
の
際
に
は
制
度
の
有
効
活
用

を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
歩
道
が
あ
る
道
路
側

帯
が
あ
る
道
、
区
分
が
な
い
道
、

そ
れ
ぞ
れ
走
行
方
法
が
決
ま
っ

て
い
る
と
思
う
。
事
故
回
避
の

た
め
、
安
全
教
室
な
ど
で
自
転

車
通
学
す
る
生
徒
に
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
図
書
購
入
に
不
明
朗

が
あ
り
、
住
民
訴
訟
に
発
展
し

そ
う
だ
。
樋
渡
氏
の
ま
ち
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
は
継
続

す
る
の
か
。

　
　
　
　
政
治
的
介
入
と
政
治

的
判
断
で
は
意
味
が
全
く
違
う
。

政
治
的
判
断
が
質
問
趣
旨
だ
。

　
　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原

因
を
分
析
す
る
と
関
節
疾
患
や

骨
折
・
転
倒
な
ど
、
運
動
機
能

障
害
が
要
支
援
者
の
37
・
７
％

を
占
め
、
要
介
護
者
の
19
・
７

％
を
占
め
て
い
る
。
国
の
方
針

と
し
て
一
定
の
運
動
や
健
康
診

断
受
診
な
ど
健
康
づ
く
り
に
参

加
す
れ
ば
電
子
マ
ネ
ー
や
商
品

券
に
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が

健康ポイントで長寿社会を
制度を有効に活用できるよう検討する
　　　　　　　　　　／健康増進課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
側
帯

は
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
し
、

　
　
　
　
　
　
道
交
法
改
正
時

に
は
交
通
主
任
が
全
生
徒
に
改

正
内
容
と
左
側
一
列
通
行
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
・
一
時
停
止
と

安
全
確
認
の
３
点
を
重
点
に
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
自
転
車
通

学
者
を
対
象
に
学
校
周
辺
の
道

路
を
使
っ
て
実
施
訓
練
も
行
な

い
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
る
。

貰
え
る
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

の
動
機
付
け
と
し
て
期
待
し
た

い
が
。

　
　
　
　
　
樋
渡
氏
に
つ
い
て

は
、
市
長
退
職
後
、
政
府
系
フ

ァ
ン
ド
社
外
取
締
役
や
武
雄
市

は
じ
め
そ
の
他
の
複
数
自
治
体

の
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

務
め
る
な
ど
、
活
躍
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ
連
絡
協
議

会
に
つ
い
て
は
、
発
表
数
日
前

歩
道
が
設
け
ら
れ
な
い
道
に
車

道
と
分
離
す
る
こ
と
で
歩
道
と

同
様
に
扱
わ
れ
る
区
分
。

　
歩
道
設
置
基
準
は
１
日
、
500

台
以
上
の
交
通
量
の
あ
る
道
路

に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

に
参
加
の
要
請
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
白
紙
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ

に
つ
い
て
は
、
情
報
が
得
ら
れ

る
場
所
と
思
っ
て
い
る
。
加
入

案
内
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。
樋

渡
氏
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
４
月
に
再
任
い
た
だ
い

た
。

納
税
に
つ
い
て
は
法
に
則
っ
て
行
な
っ
て
い
る
／
町
長

　
　
新
都
市
で
企
業
所
有
の
不

動
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。

納
税
は
国
民
の
義
務
だ
が
、
そ

こ
に
至
る
経
緯
を
無
視
す
る
こ

と
で
、
町
の
経
営
に
総
合
的
に

み
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
新
都
市
の
活
性
化
に
水

を
差
す
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
国
税
徴
収
法
通
達
で
は

「
事
業
の
継
続
に
与
え
る
支
障

が
少
な
い
財
産･･

」
と
あ
る
が
、

行
政
判
断
の
上
に
政
策
的
判
断

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
配
慮

は
。 新

都
市
活
性
化
の
後
退
懸
念

　
　
　
　
　
納
税
に
つ
い
て
は
、

憲
法
お
よ
び
法
律
の
定
め
に
よ

り
執
り
行
な
っ
て
い
る
。
政
治

的
介
入
を
す
る
の
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
　
　
　
先
ほ
ど
も
申
し
上

げ
た
が
、
税
に
つ
い
て
は
法
に

則
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。
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問

問 再
質
問

再
質
問

再
質
問

問

中
谷
健
康
増
進
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

合
田
教
育
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

青木　義勝　議員藍川 佳津樹　議員

　
　
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

さ
れ
交
通
事
故
か
ら
児
童
・
生

徒
を
守
る
た
め
、
交
通
安
全
教

室
を
各
学
校
で
実
施
し
て
い
る

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
は
周
知
徹
底

し
て
い
る
と
思
う
。
自
転
車
通

学
で
は
町
内
の
国
道
・
県
道
・

町
道
と
そ
れ
ぞ
れ
走
行
す
る
道

路
の
形
状
が
違
う
安
全
走
行
に

は
「
走
行
ル
ー
ル
の
遵
守
と
道

路
形
状
」
が
密
接
に
関
係
す
る
。

町
道
の
分
類
と
、
安
全
走
行
へ

道
路
形
状
改
善
を
。

　
　
佐
賀
県
武
雄
市
の
前
市
長

樋
渡
啓
祐
氏
が
社
長
と
な
る「
ふ

る
さ
と
ス
マ
ホ
㈱
」が
資
本
金
４

千
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
少
子

高
齢
化
で
課
題
を
抱
え
る
自
治

体
に
ス
マ
ホ
活
用
で
効
果
を
上

げ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
「
自
治

体
ス
マ
ホ
連
絡
協
議
会
」
な
る

も
の
を
立
ち
上
げ
た
。
発
起
人

５
自
治
体
の
中
に
宇
多
津
町
が

名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ

に
至
る
経
緯
と
今
後
の
関
わ
り

方
の
方
針
を
聞
く
。

「ふるさとスマホ㈱」への本町の関わり

マ
ナ
ー
と
道
路
改
善
で

　
　安
全
な
自
転
車
通
学
を

歩
道
設
置
基
準
に
よ
って
定
め
ら
れ
て
い
る
／
地
域
整
備
課
長

実
施
訓
練
で
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
る
／
教
育
長

関わり方については白紙であるが、
情報を得られる場所だと思う／町長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
健

康
保
険
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
成
立
し
た
医
療
保

険
制
度
改
革
法
に
お
い
て
は
、

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
動
機
づ

け
を
強
め
る
た
め
、
加
入
者
の

取
り
組
み
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
健
康
づ
く
り
に
は
有
効
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
国
の
事
業

化
の
際
に
は
制
度
の
有
効
活
用

を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
歩
道
が
あ
る
道
路
側

帯
が
あ
る
道
、
区
分
が
な
い
道
、

そ
れ
ぞ
れ
走
行
方
法
が
決
ま
っ

て
い
る
と
思
う
。
事
故
回
避
の

た
め
、
安
全
教
室
な
ど
で
自
転

車
通
学
す
る
生
徒
に
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
図
書
購
入
に
不
明
朗

が
あ
り
、
住
民
訴
訟
に
発
展
し

そ
う
だ
。
樋
渡
氏
の
ま
ち
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
は
継
続

す
る
の
か
。

　
　
　
　
政
治
的
介
入
と
政
治

的
判
断
で
は
意
味
が
全
く
違
う
。

政
治
的
判
断
が
質
問
趣
旨
だ
。

　
　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原

因
を
分
析
す
る
と
関
節
疾
患
や

骨
折
・
転
倒
な
ど
、
運
動
機
能

障
害
が
要
支
援
者
の
37
・
７
％

を
占
め
、
要
介
護
者
の
19
・
７

％
を
占
め
て
い
る
。
国
の
方
針

と
し
て
一
定
の
運
動
や
健
康
診

断
受
診
な
ど
健
康
づ
く
り
に
参

加
す
れ
ば
電
子
マ
ネ
ー
や
商
品

券
に
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が

健康ポイントで長寿社会を
制度を有効に活用できるよう検討する
　　　　　　　　　　／健康増進課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
側
帯

は
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
し
、

　
　
　
　
　
　
道
交
法
改
正
時

に
は
交
通
主
任
が
全
生
徒
に
改

正
内
容
と
左
側
一
列
通
行
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
・
一
時
停
止
と

安
全
確
認
の
３
点
を
重
点
に
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
自
転
車
通

学
者
を
対
象
に
学
校
周
辺
の
道

路
を
使
っ
て
実
施
訓
練
も
行
な

い
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
る
。

貰
え
る
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

の
動
機
付
け
と
し
て
期
待
し
た

い
が
。

　
　
　
　
　
樋
渡
氏
に
つ
い
て

は
、
市
長
退
職
後
、
政
府
系
フ

ァ
ン
ド
社
外
取
締
役
や
武
雄
市

は
じ
め
そ
の
他
の
複
数
自
治
体

の
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

務
め
る
な
ど
、
活
躍
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ
連
絡
協
議

会
に
つ
い
て
は
、
発
表
数
日
前

歩
道
が
設
け
ら
れ
な
い
道
に
車

道
と
分
離
す
る
こ
と
で
歩
道
と

同
様
に
扱
わ
れ
る
区
分
。

　
歩
道
設
置
基
準
は
１
日
、
500

台
以
上
の
交
通
量
の
あ
る
道
路

に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

に
参
加
の
要
請
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
白
紙
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ

に
つ
い
て
は
、
情
報
が
得
ら
れ

る
場
所
と
思
っ
て
い
る
。
加
入

案
内
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。
樋

渡
氏
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
４
月
に
再
任
い
た
だ
い

た
。

納
税
に
つ
い
て
は
法
に
則
っ
て
行
な
っ
て
い
る
／
町
長

　
　
新
都
市
で
企
業
所
有
の
不

動
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。

納
税
は
国
民
の
義
務
だ
が
、
そ

こ
に
至
る
経
緯
を
無
視
す
る
こ

と
で
、
町
の
経
営
に
総
合
的
に

み
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
新
都
市
の
活
性
化
に
水

を
差
す
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
国
税
徴
収
法
通
達
で
は

「
事
業
の
継
続
に
与
え
る
支
障

が
少
な
い
財
産･･

」
と
あ
る
が
、

行
政
判
断
の
上
に
政
策
的
判
断

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
配
慮

は
。 新

都
市
活
性
化
の
後
退
懸
念

　
　
　
　
　
納
税
に
つ
い
て
は
、

憲
法
お
よ
び
法
律
の
定
め
に
よ

り
執
り
行
な
っ
て
い
る
。
政
治

的
介
入
を
す
る
の
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
　
　
　
先
ほ
ど
も
申
し
上

げ
た
が
、
税
に
つ
い
て
は
法
に

則
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。
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山
下
危
機
管
理
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

追
跡
調
査

追
跡
調
査

港　一紫　議員

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

　
　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
だ

っ
た
。
今
後
、
東
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
防
災
訓
練
時
に
、
人
と
共
に

ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
も
呼
び
か

け
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
共
に
避

難
で
き
る
訓
練
も
必
要
で
あ
る
。

現
在
で
は
ペ
ッ
ト
は
家
族
で
あ

り
、
財
産
で
あ
る
。

　
行
政
と
し
て
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
の
避
難
方
法
と
避
難
場
所
の

対
応
を
う
か
が
う
。

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の

　
　
　
避
難
方
法
と
避
難
場
所

本
町
の
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、愛
玩
動
物
の

保
護
計
画
を
明
記
し
て
い
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23

年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

大
規
模
災
害
の
経
験
か
ら
、
飼

い
主
と
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

動
物
愛
護
だ
け
で
は
な
く
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
、
災
害
動
物

の
野
生
化
に
よ
る
危
害
防
止
の

面
か
ら
も
、
飼
い
主
が
飼
育
し

て
い
る
ペ
ッ
ト
を
同
行
し
、
避

難
所
ま
で
安
全
に
避
難
す
る
同

行
避
難
が
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
平
成
25
年
６
月
に
、
災
害
時

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
。

　
本
町
で
は
地
域
防
災
計
画
の

中
で
、
愛
玩
動
物
の
保
護
計
画

を
明
記
し
て
い
る
。

　今年８月18日から26日まで宇多津中学の１～３年生の
10人がニュージーランドを訪れ、地元の中学生と交流しま
した。９月28日には全校集会で体験発表を行ないました。
その後の私たちのインタビューに全員が「また、行きたい」
と答えてくれたのが、体験の素晴らしさを物語っています。

全校集会のようす

８月のニュージーランドは冬

真剣に授業を受ける中学生たち

参
加
の
理
由
は
？

・
同
年
代
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て

　
い
る
の
か
知
り
た
い
。

・
外
国
に
行
っ
て
み
た
い
。

・
現
地
の
こ
と
を
知
り
た
い
。

・
日
本
と
の
違
い
を
知
り
た
い
。

・
自
分
の
英
語
が
通
じ
る
の
か

　
確
か
め
た
い
。

・
英
語
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
。

・
日
本
の
良
さ
を
確
か
め
た
い
。

驚
い
た
こ
と
は
？

・
お
風
呂
に
浴
槽
が
な
い
。

・
早
寝
早
起
き

・
よ
く
食
べ
る
が
よ
く
運
動
す
る
。

・
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
う
。

・
冬
で
も
半
袖
の
人
が
多
い
。

・
多
文
化
社
会
で
、
打
ち
解
け
や

　
す
い
雰
囲
気

・
ペ
ッ
ト
が
馬
や
鶏

・
信
号
機
が
縦
向
き

・
学
校
の
ク
ラ
ス
で
、
男
女
、
先

　
生
な
ど
関
係
な
く
仲
が
い
い
。

・
午
前
中
の
休
憩
時
間
に
お
や
つ

　
を
食
べ
て
も
よ
い
。

　
（
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
）

食
事
は
ど
う
違
う
？

・
肉
が
多
く
、
量
も
多
い
。

・
蜂
蜜
や
牛
乳
が
美
味
し
い
。

・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
よ
く
食

　
べ
る
し
、
美
味
し
い
。

・
朝
は
軽
食
で
、
夕
食
は
多
い
。

ま
た
行
き
た
い
理
由
は
？

・
治
安
が
い
い
。

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
が

　
親
切
だ
っ
た
。

・
次
は
羊
を
見
た
い
。

・
他
の
地
域
に
も
行
き
た
い
。

・
も
っ
と
英
語
で
話
し
た
い
。

大
川

　倫
輝
（
１
年
）

玉
本

　優
空
（
１
年
）

佐
藤

　文
香
（
２
年
）

西
村

　望
花
（
２
年
）

馬
場

　晃
平
（
２
年
）

前
田

　
　桜
（
２
年
）

森
本

　栞
梨
（
２
年
）

佐
伯

　結
衣
（
３
年
）

白
川

　奈
月
（
３
年
）

前
島

　菜
津
（
３
年
）

　
　
　

お
お
か
わ      

と
も 

き

に
し
む
ら        

も   

か

ま
え
じ
ま        

な

　つ

も
り
も
と

　
　し 

お 

り

し
ら
か
わ

　
　

  

な 

つ
き

ま
え 

だ

　
　
　
　さ
く
ら

た
ま
も
と        

ゆ   

ら

さ 

と
う

　
　

 

ふ
み  

か

さ 

え
き

　
　

   

ゆ   

い

ば

　ば

　
　

  

こ
う
へ
い

各
学
年
50
音
順

参
加
者

追跡調査追跡調査

「古街交流プラザ」が集いの場所に「古街交流プラザ」が集いの場所に
　今年３月末で閉店した「古街交流プラザ」。ここを「認知症カフェ」など集いの場所とし
て使用するという説明がありました。しばらく使っていなかったため、部屋の壁にはカビが
生えていましたが、町の職員が部屋の中の掃除をしました。また、県の補助金でテレビなど
の備品を購入し、レイアウトを変更して快適な空間にしました。現在は認知症の家族を持つ
「どんぐりの会」や障がい者を
支援する「カノンの会」が例会
や食事会で利用しています。家
庭的な雰囲気でゆっくりできる
ので、今後は認知症関連の研修
や相談のスペースとしても活用
していきたいということです。

　（平成27年６月委員会）

ペットは家族の一員

古街交流プラザ外観 「カノンの会」の食事会
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山
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危
機
管
理
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

追
跡
調
査

追
跡
調
査

港　一紫　議員
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うたづっ子

　
　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
だ

っ
た
。
今
後
、
東
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
防
災
訓
練
時
に
、
人
と
共
に

ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
も
呼
び
か

け
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
共
に
避

難
で
き
る
訓
練
も
必
要
で
あ
る
。

現
在
で
は
ペ
ッ
ト
は
家
族
で
あ

り
、
財
産
で
あ
る
。

　
行
政
と
し
て
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
の
避
難
方
法
と
避
難
場
所
の

対
応
を
う
か
が
う
。

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の

　
　
　
避
難
方
法
と
避
難
場
所

本
町
の
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、愛
玩
動
物
の

保
護
計
画
を
明
記
し
て
い
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23

年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

大
規
模
災
害
の
経
験
か
ら
、
飼

い
主
と
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

動
物
愛
護
だ
け
で
は
な
く
、
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災
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の
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の
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ア
、
災
害
動
物
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に
よ
る
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害
防
止
の

面
か
ら
も
、
飼
い
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が
飼
育
し

て
い
る
ペ
ッ
ト
を
同
行
し
、
避

難
所
ま
で
安
全
に
避
難
す
る
同

行
避
難
が
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
平
成
25
年
６
月
に
、
災
害
時

に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
。
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で
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地
域
防
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計
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の

中
で
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愛
玩
動
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保
護
計
画

を
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記
し
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い
る
。
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「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
」

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だより
2015

11.１
第57号

平成27年　第３回定例会
町政を問う（一般質問）

「応援しょうでぇ～！うたづっ子」
（ニュージーランドで交流）

5

15

２

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
「
い
つ
で
も

だ
れ
で
も
　
ど
こ
で
も
」
を
基
本
理
念
に
、

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
鳥
取
県
泊
村

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
親
し
み
や
す
い
ゲ
ー

ム
か
ら
急
速
に
広
ま
り
、
今
で
は
海
外
に

も
愛
好
者
が
多
い
そ
う
で
す
。
平
成
27
年

か
ら
は
国
体
の
公
開
競
技
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
宇
多
津
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
当
初
は
役
場
の
横
の
空
き

地
で
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
会
員

47
名
が
中
央
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
週
３
回
練

習
し
て
い
ま
す
。
「
暑
い
ー
、
寒
い
ー
」

と
言
い
な
が
ら
、
皆
元
気
で
わ
い
わ
い
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
は
、
当
番
で
『
先
生
』

を
や
っ
て
い
ま
す
。
県
下
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
大
き
な
大
会
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
町
長
杯
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
杯

な
ど
町
内
の
大
会
も
行
な
っ
て
い

て
、
広
報
で
も
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、

小
学
生
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
大
勢
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

用
具
も
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
。
ま
た
続

け
て
み
よ
う
と
い
う
方
も
大
歓
迎

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
当
自
治
会
は
一
戸
建

て
住
宅
が
100
軒
あ
ま
り
、

加
入
率
60
％
程
度
で
、

設
立
10
年
目
と
な
り
ま

す
。
自
治
会
加
入
の
メ

　
秋
も
深
ま
り
肌
寒
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
９
月
27
日
は
中

秋
の
名
月
と
ス
ー
パ
ー
ム

ー
ン
の
素
晴
し
い
月
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
ご
覧
に
な
ら

れ
ま
し
た
か
。

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
宇
多
津

も
オ
ー
プ
ン
し
、
秋
ま
つ

り
も
盛
大
に
行
な
わ
れ
、

宇
多
津
町
に
も
明
る
く
に

ぎ
わ
い
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
よ
り

も
輝
き
の
あ
る
宇
多
津
町

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
港
　
一
紫

浜七番丁自治会 会長

東山　敏昭さん

香川県宇多津町

リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
と
し
て
退
会
す
る

方
も
あ
り
、
会
員
の
維
持
・
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
班
別
懇
談
会
や
防
災
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
の
絆
づ
く
り
や
共
助
の

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ラ
ジ

オ
体
操
も
実
施
し
ま
し
た
。
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
新
都
市
の
自
治

会
に
対
す
る
、
町
の
よ
り
一
層
の
支
援
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　

　
浜
六
番
丁
に
住
ん
で

20
数
年
、
交
流
の
無
い

都
市
型
の
現
状
に
一
人

声
か
け
ス
タ
ー
ト
。
年

に
１
、
２
回
の
家
族
参

加
イ
ベ
ン
ト
も
恒
例
化
し
、
６
年
が
過
ぎ
た
頃
、

近
所
の
留
守
宅
に
火
事
！
「
こ
こ
の
住
人
は
？
」

の
問
い
に
答
え
ら
れ
ず
猛
省
。
交
流
は
公
的
に
す

べ
き
と
気
づ
き
、
今
回
の
自
治
会
発
足
に
つ
な
が

っ
た
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
今
後
、
過
去
の
経
験
知
で

予
想
で
き
な
い
火
災
、
天
災
、
有
事
の
場
合
は
、

生
身
の
近
所
に
住
む
人
間
関
係
が
生
き
て
く
る
は

ず
。
　
　

ひがしやま       とし あき
浜六番丁東自治会 会長

石岡　喜子さん

プレーのようす

グラウンドゴルフ部の皆さん

いし おか        よし  こ

「
新
都
市
の
自
治
会
長
さ
ん
」

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎

み
な
さ
ま
の
声

敬老会にて
「また来年
       お会いしましょうね」
        　　　    （ユープラザうたづ）


